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平成29年度補正予算...②
審議された議案と結果...④
一般質問...⑤
委員会報告...⑨
私のメッセージ...⑩
議会日誌...⑩

　　　　

一般会計補正予算を審議
平成29年度

Sa
kur
agawa City Council

48No.

第２回定例会号

平成29年８月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

議会広報特別委員会
委員長 菊池　伸浩　　副委員長 谷田部由則

委　 員 林　　悦子　　委　 員 小高　友徳

委　 員 市村　　香　　委　 員 大山　和則

発行責任者　議　 長 　高田　重雄

　今年は地球温暖化の影響か、全国
各地で集中豪雨の被害が出ています。
１時間に100ミリ以上の雨とは想像
もつきませんが、お見舞いを申し上
げ一日も早い復興を祈ります。
　19日は、筑西市の県西部メディカ
ルセンターの工事進捗状況を視察し
てきました。免震工事など基礎部分
が終了し、いよいよ建物へと進み、
このまま順調にいけば１月ほど早く
完成予定とのことです。モデルルー
ムの病室、診察室、トイレ等、照明

や素材にも配慮してあり、桜川市民
の皆さんにとっても新病院として利
用しやすい建物になると思います。
　最近、桜川市の財政には疑問があ
るとの声を耳にしますが、行政に携
わる担当者は皆さん、県や国の意向
を聞きながら事業を
進めるものなので、
市民の皆さんが不安
になることはないと
思います。

　４月
12 日  議会全員協議会・３合同常任

委員会
18 日  議会広報特別委員会
24 日  議会広報特別委員会
　５月
22 日  総務常任委員会・議会運営委

員会・議会全員協議会会・第
１回臨時会 

30～6月１日 建設経済常任委員会視察研
修

　６月
 １日  総務常任委員会
 ５日  文教厚生常任委員会
 ６日  議会運営委員会・議会全員協

議会・建設経済常任委員会
13～16日 第２回定例会
14 日  総務・建設経済常任委員会
16 日  議会広報特別委員会
20 日  建設経済常任委員会
21～23日 総務・文教厚生常任委員会視

察研修
　７月
13 日  議会広報特別委員会
21 日  議会広報特別委員会

議会日誌編集後記

　次の定例会は

８月29日（火）
10 時開会予定です。
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